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「スポーツ・文化振興協議会議」 

で今後検討していく課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会・地域学校協働活動通信 三 川 町 

 「子どものスポーツ・文化活動の素地をどう育てるか」

について、学校運営協議会で話題にしてきました。同時に、

中学校で実施される「休日の部活動の地域移行」に関して

も意見交換を行ってきました。「休日の部活動の地域移行」

については多くの課題があることを理解しました。 

中体連の大会運営がどのようになるのか明確になっていな

い状況もあるので、来年度より実施可能な部活から地域に

移行し、今後は、教育委員会が立ち上げる「スポーツ・文

化振興協議会」という組織を中心に、地域が抱える課題へ

対応することになります。また、町内にある各スポーツ団

体や文化団体との連携、町内での指導者育成、子どもたち

のスポーツ・文化活動の素地をつくるための機会について

も、この振興協議会で検討していくことになります。 

子どもの素地を育てる機会や指導者育成を担う 

８月に全国中学校サッカー大会が三川中学校グラウンドで開催された 

大会への参加や生徒の 

引率責任、大会運営等 
◆ 

活動場所の確保や指導者の 

手当の支給や指導者確保 
◆ 

休日の部活動による怪我や保険等の対応 

◆ 

町をあげた子どもの 

スポーツ・文化活動支援 

「休日の地域移行」可能な部活からスタート 



おらほの学校づくり協議会 1１月１５日（火） 

〇スクリーンタイムの改善について、保護者と一緒

になって考え取り組んでいる。 

〇タブレットによるチャットを利用した書き込みが

あり全校に指導した。 

・家庭がスマホを持たせる場合、フィルタリング等

の管理は家庭の責任。 

・通学路のグレーチングによる危険性の回避と指導

の仕方について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回学校運営協議会が、各学校区に分かれ開催されました  

 

三川中学校協議会  10月 24日（月） 

横山っ子ネットワーク協議会 1２月１日（木） 

こうふく押切っ子協議会  1２月５日（月） 

〇スポーツ、文化面での活躍が目立った。 

〇自尊感情の面でも自信をもてるようになってきて

いる。 

・自分でやり遂げようとすること、失敗を恐れず取

り組むことは大事。自分を表現することにもっと

期待したい。 

・様々な交流機会を通し、更なる成長を期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

「〇」 ＝ 学校の様子  「・」 ＝ 協議会の委員から 詳細は、HP協議会情報で配信 

〇多くの児童が、学校に楽しく通い、主体的に授業

に取り組んでいる。 

〇コロナの影響で、学校行事を経験したことのない

職員も増え、新たに立ち上げるぐらいの労力を必

要としている。 

・学校の情報発信方法は、紙ベースから電子化へと

変わりつつある。学校で情報発信の基準を。 

・持久走の取組は自分への挑戦につながりよい。 

 

 

 

 

 

 

 

〇公開研究会で学校の様子、児童の様子を見ていた

だいた。 

〇自分たちで創り上げる学校祭。上級生になればな

るほど主体的に発表し実施できた。 

・丁寧な学校運営の説明や子どもを大切にした細や

かな指導に感謝。先生たちの努力にも感謝。 

・親もいじめをなくす輪の中に入っていることがあ

りがたい。 

 

 

 

 

 

 


